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1. 本書の使い方 

はじめに 
この取扱説明書は、XML レイアウトレイアウトコントロールの作成および EZChrom Elite シ

ステムで使用する方法について記載しております。レイアウトコントロールは、装置条件の

設定を表示する EZChrom Elite のフィルタメソッドレポートで使用されます。レイアウトコ

ントロールは、FormatXMLData メソッドを実装しなければならない Visual Basic® 
ActiveX®コントロールです。 

注意 この取扱説明書は、参考例のみ記載しております。この取扱説明書に記載され

ているプログラムまたはアプリケーションに関するテクニカルサポートの権利

はありません。テクニカルサポートには当社とのサポート契約が必要です。 

 

本書の対象者 
この取扱説明書は、EZChrom Elite システムのカスタムアプリケーションを作成するソフト

ウェアエンジニアを対象としています。 

表記規則 
本書で使用される表記規則を下表に示します。 

表記 説明 

太字 データベース名、テーブル名、カラム名、メニュー、コ

マンド、ダイアログボックスオプション、およびテキス

トなど入力が必要なもの 

斜体 ユーザが入力すべき情報が別にある場合、例えば、ユー

ザが ServerName を入力する場合、イタリックの表記部

分の代わりに、実際の名称を入力してください。 

等幅フォント プログラミングコードのサンプルとテキストの表示。複

数行に印刷される以外、1 行に入力されるコードは、ア

ンダーライン（_）によって分けられます。コードを入力

する時は、アンダーラインを入力しないでください。 

大文字 キーボードの入力キー。プラス記号(+)との組合せがある

場合は、その二つ以上のキーを一緒に押してください。

例えば、SHIFT+TAB を押してください。 
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2. 概要 
EZChrom Elite では、標準的なメソッドレポートは、固定のフォーマットで現在のメソッド

の、一つ以上の情報を出力します。レポートに、ピークテーブル、インテグレーションイベ

ントおよび装置条件パラメータのようなセクションが含まれている、あるいは省略されてい

るオプションを含んでいても、レポートする情報をより細かく設定することはできません。 
 
EZChrom Elite Ver3.2 から、フィルタメソッドレポートと呼ばれる新しいレポートオブジェ

クトを搭載しました。フィルタメソッドレポートは、プログラマが標準的なメソッドレポー

トのコンテンツをユーザーの必要な情報だけにカスタマイズ（フィルタリング）する

ActiveX コンポーネントを作成することを可能にする機能です。 
 
この取扱説明書は、フィルタメソッドレポートを実行するための ActiveX コンポーネントの

作成、およびインストールをするための仕様を記載しております。 
 

3. 要素 

ActiveX は以下の要素を公開しています。 

FormatXMLData  

この要素はレポートに入力する文字列を取得し、任意の Extensible Stylesheet Language 
(XSL)に基づきフォーマット化し、文字列の配列としてレポートに返します。 

構文 

 

FormatXMLData ( 

[IN] ByVal strXMLReport As String, 

[IN] ByVal strXSLStyle As String, 

[OUT] ByRef varPlainReport As Variant, 

[OUT] ByRef nErrorCode As Long 

 ) 

 

パラメータ 

strXMLReport 
XML の全てのレポートデータを含んでいる文字列。 

strXSLStyle 
XSL ファイルのフルパス名。NULL 文字列が可能です。 

varPlainReport 
レポートする XML に含んでいる文字列の配列をテキスト形式で返します。 
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nErrorCode 
要素コールの成功または失敗を示すエラーコードを返します。 

0 -   成功 

1 -   不正な XML レポート 

2 -   不正な XSL ファイル 

3 -   テキスト形式のレポートの作成に失敗 

戻り値 

なし 

以下に示すように、レイアウト用の入力する XML データのフォーマットは、詳細ノードか

ら成ります。 
 

<XMLMethodReport> 

<Details/>  

   </XMLMethodReport> 

 

Detail 部は、XML フォーマットのレポート文字列があるサブセクションを含みます。これら

のサブセクションのフォーマットは、どのように装置制御ドライバの要素インターフェース

の「FormatXMLMethodSettings」機能で生成されるかによって決まります。 

 

 

4. レイアウトコントロールのインストール 

レイアウトコントロールをインストールするために”Layouts.ini”(クォーテーションマークが

ない)コンフィグレーションファイルを使用しています。 

1. レイアウトを追加します。Elite インストール先ディレクトリにある ini ファイルは、

レイアウトコントロール名に加え、それらのユーザフレンドリー名及び任意の XSL
ファイル名を含まなければなりません。  

2. フォーマットは以下のようになります:   
 

[PropertiesForXMLReport] 

TotalLayouts=2 

[Layout1] 

DisplayName=Sample VB Layout 

ControlName=SampleXMLLayout.TextLayout 

XSLName= SampleXSL 

[Layout2] 

DisplayName=Sample VB Layout2 

ControlName=SampleXMLLayout.TextLayout2 
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XSLName=  

 

 [PropertiesForXMLReport] セクションにおいて、TotalLayouts キーはインストールされ

たレイアウトコントロールの番号を示します。各レイアウトコントロールのプロパティ

は[Layoutn]セクション(n にはコントロールコンフィグレーションのユニークな番号を割

当ます)にて示されています。 

Display Name キーは、ユーザーが簡単にコントロール選択ができるように作成した

Filtered Method Report で使用される名前を表示します。これは義務的なキーであります。 

ControlName キーは、Filtered Method Report テーブルのインスタントであるレイアウ

トクラス名を表示します。これも義務的なキーであり、Control Name キーによって参照

された OCX を登録しなければなりません。 

 

XSLName キーは XSL ファイル名を表示します。ユーザーは、レイアウトコントロール

に問合せし、この XSL ファイルを使用して、XML レポートデータ(FormatXMLData API 
call からコールします)のスタイルに適用します。 

XSL ファイル名はレイアウトに記述されています。Ini ファイルは、絶対パスを含む.xsl
拡張子無しの純粋なファイル名であります。すべてのファイルはレイアウトコンフィグ

レーションファイルにより参照され、アプリケーションのインストール先ディレクトリ

に存在します。 

3. レイアウトコントロールを ChromatographySystem\installpath\key(installpath がイン

ストール先ディレクトリを参照する場合、0001 を設定します。) の“InstalledItems”
レジストリキーに追加します。 

[HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\ChromatographySystem\0001\InstalledItems] 

"SampleXMLLayout.ocx"=dword:00000001 
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